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全自動測定に完全に依存しています
n 2019年11月～ 全自動測定のみ利用

n 2019年6月 来所実験をやめることを決意

n 2018年5月～ 全自動測定の一般リリース

n 2016年11月 初めて結晶交換ロボットを使う
（貸し出しキット使用）

霜問題の解決

測定中に何も考えていない
ことに疑問を感じ始める



結晶に霜をつけないためのたったひとつのこと…

n Unipuckは10分間冷却しましょう

ここからさらに10分待つ！

PF構造生物ビームライン実験マニュアルより
https://www2.kek.jp/imss/pfweis/manual/ja/movingimage_manual.html



測定に必要なパラメータ
n 露光時間 -> Doseから決まる
n 検出器距離 -> better than 1.5 Å resolution



データ収集に失敗しないためのたったひとつのこと…

n Hirata limit を守りましょう
1010 photon/μm2

*Henderson limit = 20 MGy
Dr. R. Henderson (MRC)

Dr. Kunio Hirata (RIKEN)

@ 1 Å

5 MGy

生物物理 59 (4)，001-004(2019) DOI: 10.2142/biophys.59.215



BL諸元表から露光時間、減衰率を求めることができる
古い資料です



BL諸元表から露光時間、減衰率を求めることができる

18.8 s 2000 s 20.6 s 1026 s 262 s

古い資料です



最新の情報（dose base）



全自動測定で感じたこと
n 比較的良質な単結晶を用いる
• クラスター状結晶などは現状厳しい
• 結晶の長軸とループの軸が平行になるように拾う

nひとつの条件で複数の結晶を準備（数で勝負）
• ひとつひとつに完璧な実験を求めない
• Serendipityは十分に期待できる

n HDDの容量に気をつける
• Unipuckひとつで約400 GB @BL-17A


